
ぱれっと・ぱれっとやまと 

放課後等デイサービス自己評価結果報告書 

2024年 10月 15日 

 

○内容 

 放課後等デイサービス自己評価表＜事業者向け＞に回答し、結果のまとめ、分析を行いました。 

○対象 

 社会福祉法人すずらんの会 発達支援グループぱれっと 職員 7名 

療育担当職員 5名（うち管理者・児童発達支援管理責任者 3名）、事務担当職員 2名 

○実施時期 

 2024年 10月 

○結果 

番

号 

チェック項目 はい どち

らと

も 

いい

え 

自由記述 分析 

1 利用定員が指導訓練室等スペースと

の関係で適切であるか 

7 0 0  両事業所とも部屋数、面積とも現在のところは十分

と考えています。 

2 職員の配置数は適切であるか 1 3 3 必要数は配置しているがもう一人加配し

たい。基準は満たしているが人員がもう

少しいると良い。利用者さんに迷惑をか

けないよう対応しているが、人数が少な

いために対応が不十分になってしまうこ

とがある。 

配置基準を順守した職員数を配置していますが、余

裕があるとは言い難い状況です。窓口対応で利用者

さんをお待たせしたりご不便をおかけすることがあ

ります。また、定員や職員数の関係から、ニーズ通

りにご予約をとれない状況です。 

3 事業所の設備等について、バリアフ

リー化の配慮がてきせつになされて

いるか 

7 0 0 玄関から 1階の指導室に段差がなく 1階

のトイレは車椅子使用になっている。（ぱ

れっとやまと） 

 

ぱれっとやまとの階段については見守りが必要です

が、ぱれっとやまと 1階とぱれっとについてはバリ

アフリー化しています。 

4 業務改善をすすめるための PDCA 7 0 0  基本方針が法人から示されたり、幹部会議で案を練



サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか 

ってから全体会議にはかることもありますが、基本

的に何事も全体で話し合って決めています。 

5 保護者向け評価表を活用する等によ

りアンケート調査を実施して保護者

等の意向等を把握し、業務改善につ

なげているか 

5 2 0 職員の増員など、法人の賛同が得られず改

善できていない点がある。予約のとりにく

さなど改善が難しい部分もある。 

人数が多く、皆さまに納得していただける方法を見

つけていくことは大変難しいですが、検討を続けて

いきます。 

6 この自己評価の結果を、事業所の会

報やホームページ等で公開している

か 

7 0 0  ホームページと事業所内掲示にて公開します。 

7 第三者による外部評価を行い、評価

結果を業務改善につなげているか 

3 2 2  会計処理については、会計事務所のチェックを受け

ています。また、法人内委員会により、虐待防止や

安全衛生に関しての内部評価が定期的に行われてい

ます。法人の方針もあり、サービスに関する第三者

評価は実施していません。 

8 職員の資質の向上を行うために、研

修の機会を確保しているか 

7 0 0  研修は積極的な参加を奨励しています。十分という

ことはありませんので、さらに参加を促進します。 

9 アセスメントを適切に行い、子ども

と保護者のニーズや課題を客観的に

分析した上で、放課後等デイサービ

ス計画を作成しているか 

7 0 0  ぱれっとの療育の基本スタイルです。 

10 子どもの適応行動の状況を図るため

に、標準化されたアセスメントツー

ルを使用しているか 

7 0 0  お子さんによってどのツールを使用するか検討し、

複数のツールを組み合わせて多角的にアセスメント

しています。 

11 活動プログラムの立案をチームで行

っているか 

7 0 0  個別療育についても、支援方針などをチームで考え

ていくことが望ましいのですが、時間的な制約もあ

り、担当中心に立案しています。ケース会議の時間

確保など課題はありますが、真のチーム支援を目指

していきたいと思います。 



12 活動プログラムが固定化しないよう

工夫しているか 

7 0 0  お子さん一人一人にオーダーメイドのプログラムを

考えています。 

お子さんによっては、ある程度固定化した方が安定

した取り組みが可能となる場合もあります。 

13 平日、休日、長期休暇に応じて、課

題をきめ細やかに設定して支援して

いるか 

6 1 0 休日、長期休暇に関わらず課題を細やかに

設定している。 

基本的には長期休みも療育を実施する方針は変わり

ませんが、お子さんの様子や生活の変化に対応して

いきたいと思います。 

14 子どもの状況に応じて、個別活動と

集団活動を適宜組み合わせて放課後

等デイサービス計画を作成している

か 

7 0 0  個別と小集団療育の両方に参加しているお子さんに

ついては、必ず両方の目標を支援計画に盛り込んで

います。 

15 支援開始前には職員間で必ず打合せ

をし、その日行われる支援の内容や

役割分担について確認しているか 

7 0 0  個別療育についてもできるだけ職員間で情報を共有

していくことが課題です。日々よく話をするように

しています。 

16 支援終了後には、職員間で必ず打合

せをし、その日行われた支援の振り

返りを行い、気付いた点等を共有し

ているか 

6 1 0 共有することを心掛けているが、日々の業

務に追われていて十分にできていないこと

もあるように思う。 

お子さん一人一人の様子について、できるだけ情報

共有していくことが課題です。 

17 日々の支援に関して正しく記録をと

ることを徹底し、支援の検証・改善

につなげているか 

7 0 0  記録は正確に迅速に。努力しています。 

18 定期的にモニタリングを行い、放課

後等デイサービス計画の見直しの必

要性を判断しているか 

7 0 0  長くても半年ごと、お子さんの変化が大きい場合は

必要な時期にモニタリング、計画の見直しを行って

います。 

19 ガイドラインの総則の基本活動を複

数組み合わせて支援を行っているか 

7 0 0 ガイドラインが想定する内容と合わない点

はある。 

放課後長い時間を過ごすデイサービスとは、活動内

容がやや異なっていますが、参考にできる部分はし

ています。 

20 障害児相談支援事業所のサービス担 7 0 0  相談支援事業所の担当者会議には、担当者を中心



当者会議にその子どもの状況に精通

した最もふさわしい者が参画してい

るか 

に、ふさわしい者が参加しています。 

21 学校との情報共有（年間計画・行事

予定等の交換、子どもの下校時刻の

確認等）、連絡調整（送迎時の対

応、トラブル発生時の連絡）を適切

に行っているか 

6 1 0 必要に応じて学校との情報共有を行ってい

る。必要な際には電話、ノートなどでやり

とりをしている。 

送迎を実施していないので、送迎にまつわる連絡調

整はありません。お子さんに関わることや行事など

については、電話やノート、実際の行き来などで連

携しています。 

22 医療的ケアが必要な子どもを受け入

れる場合は、子どもの主治医等と連

絡体制を整えているか 

1 6 0 現在契約している利用者の中に医療的ケア

が必要な方はいないが、将来的に必要な方

との契約が発生すれば体制を整えていく。

現在はいない。 

現在は医療的ケアの該当児はいません。今後受け入

れの際には保護者を通じて連携し、支援にあたって

いくことになると思います。 

23 就学前に利用していた保育所や幼稚

園、認定こども園、児童発達支援事

業所等との間で情報共有と相互理解

に努めているか 

6 1 0  児童発達支援事業も実施しているため、就学前から

必要に応じて連携しています。 

24 学校を卒業し、放課後等デイサービ

ス事業所から障害福祉サービス事業

所等へ移行する場合、それまでの支

援内容等の情報を提供する等してい

るか 

7 0 0  申し送り書を作成しています。必要に応じて、直接

担当者とお会いして情報提供することもあります。 

25 児童発達支援センターや発達障害者

支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けているか 

6 1 0  必要に応じて適宜連携させていただいています。 

26 放課後児童クラブや児童館との交流

や、障害のない子どもと活動する機

会はあるか 

1 0 6  今のところそのような機会は作っていません。 

27 （地域自立支援）協議会等へ積極的 5 2 0  地域の協議会や事業所連絡会議には必ず参加してい



に参加しているか ます。参加した際には、職員へ報告し、情報共有す

るようにしています。 

28 日頃から子どもの状況を保護者と伝

え合い、子どもの発達の状況や課題

について共通理解をもっているか 

7 0 0  親御さんとは毎回面談の時間をとらせていただき、

常に共通理解をもちながら支援にあたっています。 

29 保護者の対応力の向上を図る観点か

ら、保護者に対してペアレント・ト

レーニング等の支援を行っているか 

5 1 1  必要に応じて個別の面談の中で実施しています。 

30 運営規程、支援の内容、利用者負担

等について丁寧な説明を行っている

か 

7 0 0  契約時、また、必要に応じてできる限りご説明して

います。 

31 保護者からの子育ての悩み等に対す

る相談に適切に応じ、必要な助言と

支援を行っているか 

7 0 0  毎回の面談時に、日常生活のこと、悩みなどできる

だけいろいろお聞かせいただきたいと思っていま

す。必要に応じて、保護者だけの面談を設定するこ

ともあります。 

32 父母の会の活動を支援したり、保護

者会等を開催する等により、保護者

同士の連携を支援しているか 

0 2 5 現在父母会はなく、保護者会の開催は行っ

ていないがグループ療育等の活動を実施す

ることにより保護者同士のつながりが生ま

れている。 

通所しているお子さんのタイプや年齢が多岐にわた

るため、全体としての保護者会は現実的ではありま

せん。グループ療育の機会を活用したり、必要に応

じてご紹介したりしています。 

33 子どもや保護者からの苦情につい

て、対応の体制を整備するととも

に、子どもや保護者に周知し、苦情

があった場合に迅速かつ適切に対応

しているか 

7 0 0  法人としての苦情解決システムがあります。 

34 定期的に会報等を発行し、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報を子

どもや保護者に対して発信している

か 

7 0 0  年 2、3回ぱれっと新聞を発行しています。広報す

ずらんは年 4回発行されています。どちらも郵送で

ご家庭にお届けしています。 



35 個人情報に十分注意しているか 7 0 0  注意しており、郵便物発送のときなどはWチェック

を行うようにしています。ヒューマンエラーは起こ

りうるものですので、油断せず注意していきます。 

36 障害のある子どもや保護者との意思

の疎通や情報伝達のための配慮をし

ているか 

7 0 0  コミュニケーション支援は私たちの仕事の本質的な

部分だと思っています。 

37 事業所の行事に地域住民を招待する

等地域に開かれた事業運営を図って

いるか 

4 2 1  法人として実施しています。法人の行事や地域での

活動にぱれっとのスタッフも参加しています。 

38 緊急時対応マニュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マニュアルを策定

し、職員や保護者に周知しているか 

7 0 0  全てのマニュアルは既にあり、職員にも周知してい

ます。 

39 非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出その他必要な訓練を行って

いるか 

7 0 0  避難訓練（年 2回）、食料などの備蓄などしていま

す。避難訓練に多くのお子さんに参加していただく

ことが現実的に難しいのが課題です。 

40 虐待を防止するため、職員の研修機

会を確保する等、適切な対応をして

いるか 

7 0 0  地域の研修会について、職員全員に情報提供してい

ます。法人内の虐待防止員会が中心となり、研修や

セルフチェック、利用者聴き取り調査などを行って

います。また、eラーニングで、基礎的な研修受講

を職員全員でするようになりました。 

41 どのような場合にやむを得ず身体拘

束を行うかについて、組織的に決定

し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、放課後等デ

イサービス計画に記載しているか 

7 0 0  保護者も一緒に通所していただきますし、現在のと

ころ身体拘束を計画するようなことがありません。

法人として、身体拘束を行う場合の話し合いの記

録、説明し了承を得るための書式などは整備されて

おり、職員にも周知しています。 

42 食物アレルギーのある子どもについ

て、医師の指示書に基づく対応がさ

れているか 

4 2 1 食べ物を扱う際にはアレルギーの確認を行

っている。医師の指示書の確認は行ってい

ないが、アレルギーの有無について必ず保

食事やおやつなどを食べる機会があるときには、事

前にアレルギーの有無を保護者に確認しています。 



護者の確認を行っている。 

43 ヒヤリハット事例集を作成して事業

所内で共有しているか 

6 0 1  法人から報告されるものをその都度共有していま

す。 

  

○まとめ 

 例年とほぼ同様の結果でしたが、今年度は特に職員体制がギリギリの状況ですので、その点については職員も行き届かない点を痛切に感じていることが明らかと

なりました。依然として課題としてあがる部分は、根幹にかかわるものやすぐに変えられないハード面に関わる内容が多く、簡単に改善されないということが言え

ると思います。ソフト面については、引き続き情報共有を徹底し、広い視野で様々な情報を取り入れていきたいと思います。虐待や身体拘束に関する研修やマニュ

アルなどは法人全体で整備され、職員の意識は向上しています。世の中の流れや法人の方針などを周知し、さらに意識を高めていきたいと思います。 

できる限り複数のスタッフで情報共有し、支援方針を検討していく姿勢が求められています。グループ療育は日常的に複数のスタッフが関与して実施されていま

すが、個別療育に関しては全ケース丁寧に情報共有することが難しいです。しかし、職員が毎日顔を合わせ、できる限り情報を共有するよう意識しています。会議

の時間を増やすなどハード面の整備を待つよりも、一人一人の職員が意識的に日々のお子さんの様子を発信することが、一つの解決策となっています。担当以外の

スタッフも、ほぼ全員で一人一人のお子さんの状況を共有してきました。しかし、職員数の削減により、そのようなプラスアルファの時間をもつこと自体が難しく

なっています。改善に向け、真のチーム支援の実現を目指して努力を続けていきます。 


